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研究成果の概要（和文）：本研究は、「人道危機対応のメタ政策は、あらゆる危機に対して既存の機能区分の組
み合わせで対応する『機能区分型の危機対応』から危機特化型のグローバル・ポリシーの束による『危機特化型
の危機対応』へと移行する」という仮説に基づき、その理論的基盤や政策形成のプロセスなどを解明しようとし
たが、この仮説は否定された。
4つの危機（紛争、自然災害、パンデミック、難民）について、人道危機に対応する「グローバル・ポリシー」
が形成されていたものの、形成プロセス、運用の在り方は多様であり、「危機特化型」政策の形成は「機能区分
型」の発展形ではなかった。また2つの型に加え、グローバル・ポリシーの「中間型」が確認された。

研究成果の概要（英文）：This  study found that the hypothesis “the meta-policy of humanitarian 
crisis management has been developed by shifting from a ‘crisis-specific response,’ a bundle of 
global policies specialized in crisis, to a ‘function-based response’ to any crisis with a 
combination of existing administrative functions” was rejected. 
Although “global policies” aimed at responding to humanitarian crises have been formulated for 
four crises (conflicts, natural disasters, pandemics, and refugees), their formation process and 
operational modalities are diverse, and the formation of “crisis-specific” policies has not been a
 development of “functional-based response.” In addition to these two types, a “middle type” of 
global policy was confirmed. 

研究分野： 国際政治学、政策研究、平和構築論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、人類が直面するさまざまな人道危機の中から、（紛争、自然災害、パンデミック、難民/国内避難
民）を取り上げ、国境を越えた人道支援の枠組みがどのように成立し、発展を遂げているのかを理解する一助を
示すことができた。研究成果は、主に英語による雑誌論文、書籍論文、国内外での学会発表、一般公開ウェビナ
ーの実施などである。これにより、人道危機の研究を日本から国内外に広く発信することができた。海外の現状
に比べると、日本国内の人道支援に関する研究は盛んではない。こうした現状に対し、学術界のみならず、ひろ
く一般にも人道支援の現状と課題を提示することに貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1991 年の国連総会決議 46/182 以降、人道危機対応には 2 つの課題が存在してきた。1 つは早
期から開発や予防を見越した「救援以上の支援（more than relief）」を実施すること、2 つ目は、
外交、軍事、人道、開発といった伝統的な活動区分を超えた「アクター間協力」を促すことであ
る。前者は主に人道研究、後者は安全保障研究から行われ、人道危機対応という「政策」を正面
から分析対象とする研究ではない。加えて、その分析方法やアプローチについては、武力紛争に
は国際政治学や安全保障研究、自然災害には防災工学、感染症には感染症医学というように、危
機ごとに異なる学問領域から研究され、かつ互いに接点を持ってこなかった。つまり、人道危機
対応の先行研究は、個別の文脈を重視しつつ、政策イシューと政策主体（アクター）の 2 つの議
論に分離するか、もしくは分野分散的に行われており、人道危機対応全体を「政策」として俯瞰
的に研究する視点が極めて不足している。 
 このように分散的な人道危機対応研究を政策研究の視点から接合する試みとして、本研究の
代表者川口と分担者ゴメズは、2015 年から JICA 研究所（当時）において「二国間援助機関に
よる人道危機対応に関する比較研究」と題した研究を実施した。先行プロジェクトでは、「救援
と開発の連続的実施」を阻害・促進する要因、必要な政策や制度は何かを明らかにすることを目
的として、武力紛争事例（東ティモール紛争、南スーダン紛争、シリア危機）と自然災害事例（ス
マトラ沖津波、台風ヨランダ、ハリケーンミッチ）の 6 事例を比較分析した。その結果、武力紛
争には、あらゆるアクターや活動を包括的に捉える平和構築や、自然災害には、予防的災害リス
クの削減（Disaster Risk Reduction）を含めた防災など、危機に特化した新しいグローバル・ポ
リシーが形成されつつあることが理解された。しかし、なぜこのような危機特化型のグローバ
ル・ポリシーが形成されつつあるのか、それは機能区分型の人道危機対応とどのような関係性に
あるのかを解き明かすことは研究の射程にはなく、分析できなかった。こうした現状に鑑み、人
道危機対応をメタ政策のレベルから俯瞰し、その生成過程、政治的・制度的構造の研究を着想す
るに至った。 
 
２．研究の目的 
国連設立以降に発展してきた国際社会による人道危機対応は、様々な危機に対して、外交、安

全保障、人道、開発などの諸機能を組み合わせて実施する「機能区分型の人道危機対応（図１の
A）」によって形成されてきたといえる。一方で、危機の原因や形態に特化した人道危機対応の
仕組みである「危機特化型グローバル・ポリシー」の形成が進んできた。たとえば、武力紛争に
対する「平和構築」、自然災害に対する「防災」である。他方、感染症については、2000 年前後
からあらゆる疾病を含むグローバル・ヘルスの議論において感染症に関するグローバル・ポリシ
ーが策定されようとしていた。また、難民・国内避難民問題に対しては、カンパラ条約や難民と
移民に関するニューヨーク宣言を契機に新しい国際的保護のグローバル・ポリシーが形成され
つつあった。そのため、本研究では、人道危機対応のメタ政策は、あらゆる危機に対して既存の
機能区分の組み合わせで対応しようとする「機能区分型の危機対応」から危機特化型のグローバ
ル・ポリシーの束による「危機特化型の危機対応（図１の B）」へと移行するのではないかとい
う仮説を立てた（図１）。 
そのうえで、①なぜ、どのように「危機特化型グローバル・ポリシー」が立ち現れてきたのか、

②「危機特化型グローバル・ポリシー」とはいかなる政治的・制度的構造をもつ政策であるのか、
③「危機特化型グローバル・ポリシー」によって形成される「危機対応型の人道危機対応」は「機
能区分型の人道危機対応」とどのような関係性にあるのか（A と B の併存か、B による A の置
き換えか、もしくは新しい人道危機対応の創造か）という３つの作業的問いを立てた。この作業
を通じて、グローバル・メタ政策としての人道危機対応の政治的・制度的構造を明らかにするこ
とを目的と設定した。 



３．研究の方法 
本研究は、上記の仮説を明らかにするため、人道危機のケースとして、紛争、自然災害、感染

症、難民を取り上げ、文献調査と現地聞き取り調査によるプロセス・トレーシングを使った事例
研究とその比較分析による実証研究を行なうことを想定していた。データは、文献調査だけでは
なく、国内外の有識者・政策実務者などへの聞き取り調査を通じて収集する計画であった。しか
し、本研究実施期間中に、コロナウィルス感染症による世界的パンデミックが生じ、現地聞き取
り調査は一部しか実施できなかった。その間、文献調査を中心に研究を進めたが、事態の長期化
にともなうオンライン技術の普及から、オンラインでの聞き取りや現地活動組織への小規模な
遠隔調査依頼を実施するなど工夫をし、研究データを収集することができた。その成果を比較検
討した結果、以下の成果が得られた。 
 
４．研究成果 
 本研究による業績は、英語論文 5 本、国内外での学会発表 11回（全て英語で実施）、関連書籍
3冊、公開ウェビナーなど国際研究集会 2 回の開催である。公開ウェビナーは、日英両言語で実
施し、研究者だけでなく、広く国内外の一般、実務者、学生の参加があった。日本における人道
支援研究は、海外ほど盛んとはいえず、体系化もされていない領域である。こうした現状に対し
て本研究は、日本発の人道研究を海外に広く発信するという成果を残すことができた。 
 
本研究は、「人道危機対応のメタ政策は、あらゆる危機に対して既存の機能区分の組み合わせ

で対応しようとする『機能区分型の危機対応（図 A）』から危機特化型のグローバル・ポリシー
の束による『危機特化型の危機対応（図 B）』へと移行するのではないか」という仮説に基づい
て、その理論的基盤や政策形成のプロセスなどを解明することを目的とし、人道危機のケースと
して、紛争、自然災害、感染症、難民を取り上げ、研究を進めた。その結果、本研究では、大き
く以下の知見が得られた。 

（１）4つの危機についてみると、それぞれに人道危機に対応する「グローバル・ポリシー」
が形成されていたが、あらゆる危機に共通するグローバルな危機対応メタ政策が立ち現れて
いるとはいえない。 
（２）「グローバル・ポリシー」の形成・運用の在り方は時代に応じて、当初想定していた 2
つのグローバル・ポリシーの型（A/B）の間を移行するケースや A・B の「中間型」というべ
き事例も存在する。 
（３）「機能区分型」の人道危機対応のグローバル・ポリシーは、必ずしも図 1で示した外交・
安全保障、人道、開発の組み合わせではなく、既存の関連政策、行政機能を組み合わせて具
体的な出来事に対処する政策形態であった。一方で存在が確認された「危機特化型」政策は、
当初想定したような「機能区分型」の発展形ではなく、「機能区分型」から「危機特化型」へ
の置き換えや「移行」という一方向の政策形成プロセスがあるわけではなかった。 
具体的には、Aから Bへの移行の方向に「向っている」とみなしうるもの（例、平和構築、

人間の強制的移動）、必ずしも移行しているとはいえないもの（例 自然災害）、そもそも「危
機特化型」であったものが具体的な危機の発生により「機能区分型」に立ち戻る（例 感染
症）といった事例が観察された。 
（４）「危機特化型」の人道危機対応のグローバル・ポリシーは、4つの危機においてそれぞ
れに全く異なる姿（成立および発展の契機、構造、影響力）を持っていた。またその成立、
変化のメカニズムも異なる様相を呈していた。それは、各ポリシーの成立経緯において、援
助、人道ニーズ、国益という異なる価値、理論的基盤が衝突した結果であることが確認され
た。 
具体的には、その時々に発生した危機に利害関心の高い国家の国益にリードされた結果と

して「グローバル・ポリシー」が成立したものの、主権国家を拘束するような堅い政策や制
度は持たないもの（例：防災枠組み）、援助における縦割りを修正する包括的戦略を打ち出し、
幅広いアクターを巻き込むパートナーシップを重視するもの（例：持続的平和）、平時にはグ
ローバルに運用されていても、危機の広がりや深刻さに応じて国家中心の政策運用へと重点
を移すもの（例：感染症）、条約、ソフトロー、政策指針など多様な規範形態を組み合わせる
ことで柔軟な対応を可能にするもの（例：難民・国内避難民）である。 

  
したがって、本研究で設定した仮説「人道危機対応のメタ政策は、あらゆる危機に対して既存

の機能区分の組み合わせで対応しようとする『機能区分型』から危機特化型のグローバル・ポリ
シーの束による『危機特化型の危機対応』へと移行する」は、否定された。 

 
本研究は、4つの人道危機に限定されるものの、人道危機対応をメタ政策のレベルから俯瞰し、

グローバルな政策の生成過程、政治的・制度的構造の研究を行なう事を試みた。グローバル･イ
シューとして取り上げるべき事象が増加し、より広範囲な協力に基づく対応が必要とされてい
る。今後の研究では、今回、十分に比較対象として取り上げることができなかった「紛争影響下
におけるジェンダーに基づく暴力」に関するグローバル･ポリシーなど、他の人道危機に関する
政策も比較検討対象とし、人道分野における政策研究をさらに発展させていきたい。 
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